
代表取締役社長 川合 大無：リビン・テクノロジーズ株式会社の代表しております、

川合と申します。よろしくお願いします。 

 

2023年 9月期の決算説明をさせて頂きます。 

  



最初に、2023年 9月期の通期の決算ハイライトです。 

営業収益・営業利益・経常利益・当期純利益・クライアント数で過去最高を更新しま

した。 

営業収益は、33.74億円となりました。前期比 111.4%の着地で過去最高を記録しまし

た。 

営業利益は、4.61億円で、前期比 121.7%となり、こちらも過去最高を記録していま

す。 

月間平均クライアント数は前期比から 198社伸長し、2,286社となりました。こちら

も過去最高になります。 

  



2023年 9月期の重点施策とその結果についてです。 

 

１つ目が、クライアント数の増大です。 

主力サービス『リビンマッチ』と新サービスのクライアント数を増やすという施策で

す。 

結果は、2022年９月期第４四半期末比で稼働ベースの月間平均クライアント数 198社

のプラスになりました。新サービスに関しては、『ぬりマッチ』の累計加盟社数が

700社に到達しました。 

 

２つ目が、新サービスの収益化です。 

『ぬりマッチ』と『メタ住宅展示場』の収益化を行うものです。 

2023年９月期で、『ぬりマッチ』の営業収益が伸長しております。『メタ住宅展示

場』の利用社数が 40社を超えました。 

 

続いて 3つ目 M&Aの成約です。 

事業領域の拡大と新しい収益源の創出のため、M＆Aを行うというものです。 

結果は、成約目標が２件のところ、成約は１件となりました。 

2022年４月に不動産管理会社向けの業務支援 SaaS『BAIZO KANRI(倍増管理)』を譲

受、営業を開始しました。 

https://www.lvnmatch.jp/
https://gaiheki.lvnmatch.jp/
https://gaiheki.lvnmatch.jp/
https://www.metaexpo.jp/
https://gaiheki.lvnmatch.jp/
https://www.metaexpo.jp/
https://www.metaexpo.jp/
https://lp.baizo-kanri.jp/


４つ目の施策は、粗利フォーカスです。 

WEBマーケティング効率の改善や、粗利率の高い商材を積極的に営業するという施策

となります。結果として、マーケティングの効率化はしっかり進みました。また、高

粗利商材の営業収益も向上しています。 

 

５つ目は、組織の改編です。 

全部門を代表取締役社長である私の直下に配置するというものです。また、部門を増

設し、各部門の専門性を高め業務遂行力の強化を行う目的もあります。こちらについ

ては第２四半期で完遂しております。 

  



続いて、2023年 9月期の P/Lです。 

営業収益・各段階利益とも過去最高を更新しています。 

営業利益率に関しても、去年は 12.5%でしたが、今期は 13.7%に上昇しており、収益力

は高まっています。 

  



四半期ごとの営業収益の推移です。 

2023年９月期第４四半期単体の営業収益は、9.31億円となりました。 

 

会計基準の変更により、2021年９月期までは、ネット広告代理店分の営業収益が算入

できていました（2021年９月期においては約５億円）。2022年９月期より、ネット広

告代理店は営業収益ではなく、粗利益分のみ売上に算入されることになりました。 

 

会計基準の変更による減収を乗り越え、2023年９月期第４四半期単体の営業収益は、

これまでの四半期単体で最高になっております。 

  



営業利益に関しては、第４四半期単体で、1.39億円になりました。 

こちらもこれまでの四半期単体で過去最高を更新しました。 

  



続いて、不動産プラットフォーム事業の KPIの１つ目、月間平均クライアント数で

す。 

2023年９月期第４四半期の月間平均クライアント数は、2,286社となりました。2022

年９月期第４四半期から 198社増加しております。 

月間平均クライアント数の増加は、積極的な営業活動やサービス改善を行ったことが

寄与しております。 

  



続いて、不動産プラットフォーム事業の KPIの２つ目は、クライアントあたりの月間

平均営業収益である ARPUです。 

2023年９月期第４四半期の ARPUは、133,507円となりました。 

マーケティングの効率化により、第２四半期以降、高水準を継続しています。 

  



 

2023年９月期の B/Sはご覧の通りです。  



 

C/Fに関しても、併せてご覧ください。 

  



2024年９月期の決算見通しについてです。 

2024年９月期は、営業収益は過去最高を更新させる一方で、堅調に積み上がっていく

営業利益を中長期的な成長のために投資を行います。 

通期業績予想は、営業収益 37.5億円、営業利益 3.8億円となります。 

投資予定額は 1.8億円です。 

  



 

成長投資は、「クライアント数を増やす施策」、「第２の主力事業の早期実現」、

「売上高広告比率の改善」、「人材の質と量の強化」の各施策に行います。 

投資前の営業利益は、5.6億円を想定しています。この営業利益 5.6億円から、1.8億

円の投資を行うことにより、営業利益 3.8億円という通期業績予想になっておりま

す。 

  



 

投資を行う４つの重点施策についてご説明いたします。 

 

１つ目の「クライアントを増やす」というところは、AIを活用した新サービスやクラ

イアント向け BPOサービスのリリースを予定しております。また、営業組織の改編を

行います。 

 

２つ目の、「第２の主力事業の早期実現」は、現在の主力サービスである『リビンマ

ッチ』に並ぶ主力事業を作るための施策です。『ぬりマッチ』が新たな主力サービス

の候補になりますので、子会社化を行い、事業スピードをアップしていきます。 

 

3つ目は、「売上高広告費率の改善」です。 

現在、当社の売上高に占める広告費率は 52%を超えています。広告費率が１%減少すれ

ば、粗利益が約 3,000万円増加する計算です。こちらは、SEOやオーガニック集客を

強化して売上高広告費率の改善をしていくことを考えています。 

 

４つ目は、「人材の質と量の強化」を行います。 

営業体制の充実のために営業人員の増加と、サービス開発の迅速化のためにエンジニ

アの増員を含め、正社員 20名超の増員を計画しています。高度人材の獲得や、デジタ

ル人材化の促進などの質の部分も一緒に強化してまいります。 
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2024年 9月期のトピックスです。 

 

１つ目が、「先端技術ビジネス化ラボ」を立ち上げます。このラボは、生成 AIや人工

知能、機械学習、ディープラーニング、言語解析、ブロックチェーン技術、VR・ARな

ど不動産テックと親和性の高い先端技術をビジネスに応用するための研究開発とそれ

らを応用した商品化を担う組織です。当ラボの活動を通じて、新たなビジネス領域へ

の進出や、新しい概念のビジネス応用をできればと思っています。 

 

２つ目が、「全社員デジタル人材化プロジェクト」を実施します。全社員の高度デジ

タル人材化を目指し、進化し続ける DXに対応するスキル習得のため、研修やリスキリ

ングを実施いたします。具体的には、全社員が国家資格である ITパスポート試験合格

レベルの知識習得を目安としています。 

 

3つ目は、子会社であるリビン DX株式会社を設立します。『ぬりマッチ』事業の譲渡

を行い、『リビンマッチ』に並ぶ第２の主力事業の早期実現のため、事業推進の迅速

化を行います。 

 

４つ目は、グループ経営の開始です。グループ内における高度経営人材の育成と人材

プール機能としても期待しています。併せて、当社は、連結決算に移行します 
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今後の事業規模拡大の方針です。 

 

まず一つ目が、不動産売却領域を拡大させます。不動産所有者と不動産会社のマッチ

ングサービスがこの領域にあたります。不動産売却領域は現在も大きな規模で運営さ

せていただいておりますが、より拡大させ、同領域で圧倒的ナンバーワンになってい

きたいと考えております。 

 

二つ目が、非不動産売却領域の拡大です。こちらもマッチングサービスをメインにし

ておりますが、外壁塗装や VR住宅展示場、土地活用、賃貸管理の比較サービスなどで

この領域を拡大させたいと考えています。 

 

三つ目が、不動産 DX領域の拡大です。こちらはマッチングサービスではなく、不動産

会社のマーケティングのサービスや業務支援の SaaSが該当します。こちらは自社サー

ビス開発と併せ、M&Aを通じて拡大していく方針です。 

  



創立 20周年記念特別優待のご説明です。 

当社は、2024年 1月 15日をもって、我々は創立 20周年を迎えます。それを記念いた

しまして、創立 20周年記念特別株主優待を実施いたします。この特別株主優待で、当

社株式を中長期的に保有してくださる株主様の増加を図りたいと考えています。ま

た、当社株式の魅力を高め、流動性及び株式価値向上の一助としたいと考えていま

す。 

 

基準日は 2024年 3月 31日、優待の内容は QUOカード 3000円分、対象の株主様は１単

元以上保有の株主様になります。発送は 2024年 5月上旬を予定しています。 

  



 

以上で 2023年９月期決算説明を終了させて頂きます。どうもありがとうございました。 


